
 

国宝（建造物）善光寺本堂ほか 
保存活用事業  

 

事 業 者  氏  名：宗教法人 善光寺 

      住  所：長野県長野市大字長野字元善町 491 

      代表役員：寺務総長 

 

１ 文化財の概要と事業の必要性 

(１)事業の対象となる重要文化財の名称、所在地、指定年月等 

文化財の名称 所在地 指定年月 建築年代 

国宝 善光寺本堂 

重要文化財 善光寺三門 

重要文化財 善光寺経蔵 等 

長野市大字長野字元善町

491 

昭和 28年 3月 31 日 

昭和 40年 5月 29 日 

昭和 40年 5月 29 日 

宝永 4年（1707） 

寛延 3年（1750） 

宝暦 4年（1754） 

 

２ 事業概要 

(１)観光拠点整備事業（活用環境強化事業） 

①事業期間  令和６年度（2024）～令和８年度（2026） 

②事 業 費  【R6】16,686千円（国10,011千円(60％)／県166千円(1％)／市2,502千円(15％)） 

        【R7】14,300千円（国 8,580千円(60％)／県143千円(1％)／市2,145千円(15％)） 

③事業内容 

  令和５年認定「保存活用計画」に基づき、多様な来訪者等に対応した活用環境強化を進め

る。令和６年度は本堂スロープを新設。令和７･８年度は本堂西側石畳の改修等を実施。 

 

(２)建造物保存修理（先端技術活用調査）事業 

①事業期間  令和７年度（2025）～令和８年度（2026） 

②事 業 費  【R7】7,720千円（国3,860千円(50％)／県0千円(0％)／市1,158千円(15％)） 

③事業内容 

   「保存活用計画」に基づき、本堂・三門・経蔵を３Ｄ計測し、定期的なモニタリングによっ

て建物破損の進行状況の把握、適切な修理時期・規模の特定などに活用する（R7：三門・経

蔵、R8：本堂）。 

 

（２）経蔵の 3D 計測 （１）本堂西側石畳の改修 
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県天然記念物戸隠神社奥社社叢 保存活用事業・水路整備事業 

 

１ 文化財の概要 

(1) 文化財指定の状況 

  昭和48年、県天然記念物「戸隠神社奥社社叢」指定（50.9ヘクタール） 

  昭和54年、県史跡「戸隠神社信仰遺跡」指定（25.5ヘクタール） 

 

(2) 近年の経過 

平成21(2009)年度  戸隠奥社の杜と杉並木を守る会（会長：戸隠神社宮司）発足 

平成22(2010)年度  守る会が毎木調査に着手（以後、５年毎に実施） 

平成29(2017)年度  10月23日、台風21号により参道のスギ３本を含む計６本が幹折れ 

   ３月、戸隠神社が保存活用計画策定支援について県知事へ請願 

平成30(2018)年度  保存活用計画策定事業に着手（県・市にて補助金交付） 

令和４(2022)年度  ３月、保存活用計画を策定 

令和５(2023)年度～ 保存活用計画に定めた現状変更等行為に係る手続きフロー運用開始 

水路整備事業に着手（県・市にて補助金交付） 

平成 29 年台風 21 号で発生した杉並木のスギの倒伏 

随神門から 500m に渡り続く杉並木 

奥社社殿 

随神門 
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２ 水路整備事業について 

(1) 現状の課題 

  降雨時に参道内に雨水が流入し、参道面が洗堀（根系の露出、遺構のき損） 

  洗堀された参道面には、通行者の安全確保のため砂利を敷設（域外から資材搬入） 

  過去の便益施設整備の際に水路が付け替えられ、院坊跡に水が流入（遺構のき損） 

 

(2) 事業の目的 

  指定範囲における雨水排水の現況を把握し、文化財保存のための水路整備を行う 

 

(3) 事業の体制 

 事業主体：宗教法人戸隠神社（文化財所有者） 

 支  援：長野県（事業費の1/3を補助）、長野市（事業費の1/5を随伴補助） 

 協 議 会：戸隠奥社の杜協議会（所有者・地元関係者・有識者・関係行政機関） 

 

(4) 事業計画（予定） 

  令和５～６年度：基本設計 ／ 令和７年度：詳細設計 ／ 令和８年度：整備(施工) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豪雨時の溢水状況 

既存横断側溝① 院坊跡に流入する水路 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指定地における流域図（随神門～奥社社殿周辺） 

奥社 

随神門 



 

３ その他の事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人工的な地形改変部分（保存活用計画書より） 

試験的に補植されたスギ（光量確保のため周辺の広葉樹の伐採・枝下しを実施） 



 

市指定有形文化財（建造物）正満寺の山門（鐘楼） 

保存修理事業 

事 業 者  氏  名：宗教法人 正満寺 

      住  所：長野県長野市若穂綿内 

      代表役員：住職 

 

 

１ 文化財の概要 

(１)事業の対象となる重要文化財の名称、所在地、指定年月等 

文化財の名称 所在地 指定年月 建築年代（推定） 

市指定有形文化財 

（建造物） 

正満寺の山門（鐘楼） 

長野市若穂綿内 8585-1 昭和53年３月25日 江戸時代後期 

(２)文化財の概要 

二層楼門、入母屋屋根、桟瓦葺。当文化財は、建立年代は定かではないものの、形式や部材等 

より江戸後期の建築と推定される。昭和 51 年に屋根桟瓦を葺き替えているが、軸部等には大き 

な改変は見られず、建立当初の形式をよく残している。 

基壇内側は地面むき出しで礎石を据えているため、雨の吹込み等により地盤面が緩み、礎石の

沈下及び基壇葛石の乱れが生じている。柱も上層・下層共に傾斜が発生しており、軸部において

も部材の変形や緩み、補修・補強跡が見られた。その他木鼻の折れ、土蜂の被害等も確認された。 

 

２ 事業概要 

(事業期間)令和４年度（2022）～令和８年度（2026） 

  （事 業 費）99,212 千円 

(事業目的)山門を一度解体し、木部等の補修、基壇の補強を行った後、再度組み立て直す。 

    (設計監理)株式会社大東設計（奈良県奈良市） 

(工事内容)R４年度：実施設計、仮設工事【事業費 6,420 千円（市補助 50％以内、3,000 千円）】 

     R５年度：解体工事【事業費 29,896 千円（市補助 50％以内、8,968 千円）】 

       R６年度：基壇の遺構調査【事業費 8,662 千円(市補助 50％以内、2,590 千円)】 
       R７年度：基礎工事、木工事【事業費 30,000 千円(市補助 50％以内、9,000 千円)】 

３ 現況写真 
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土本委員の現地指導（R6.12.25） 

 



資料 １４ 

着手前 

令和７年度 長野市文化財保護事業補助金 

（市指定有形文化財（建造物・天然記念物）） 

 

１ 「市指定有形文化財（建造物） 松巌寺経蔵」  

（１） 文化財の概要 

名称 市指定有形文化財（建造物） 松巌寺経蔵 

所在地 長野市鬼無里（町）３２０ 松巌寺 

指定年月日 平成 17 年 1 月 1 日 

 

（２） 事業概要及び実施理由 

 経蔵の梁が蟻害を受け、輪蔵が回らなくなったため、蟻害を受けた梁を撤去

し、新たに補強柱・補強梁を設置する。 

 令和７年４月着手、11月竣工予定。 

 

（３） 事業費 

収入 

項目 金額（円） 備考 

市補助 2,832,000 総事業費の 50％以内の補助 

自己負担 2,833,000  

合計 5,665,000  

支出 

項目 金額（円） 備考 

工事委託料 5,665,000 仮設工事・解体工事・木工事 

合計 5,665,000  

 

（４） 写真 

 

 

 

 

 

 

 

  



着手前 

着手後 

２ 「市指定有形文化財（建造物） 八櫛神社（ブランド薬師）」  

（１） 文化財の概要 

名称 市指定有形文化財（建造物） 八櫛神社（ブランド薬師） 

所在地 長野市浅川一ノ瀬３ 

指定年月日 平成 30 年３月９日 

 

（２） 事業概要及び実施理由 

 天井や壁、本殿の格子戸などに劣化が生じたため、修理を行った。 

    令和７年６月着手、８月４日竣工。 

 

（３）事業費 

収入 

項目 金額（円） 備考 

市補助 795,000 総事業費の 50％以内の補助 

自己負担 795,000  

合計 1,590,000  

支出 

項目 金額（円） 備考 

工事委託料 1,590,000 仮設工事・解体工事・木工事 

合計 1,590,000  

 

（４）写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業中（左・中央：３号モミ、右：25 号スギ） 

３ 「市指定有形文化財（天然記念物） 当信神社社叢」  

（１） 文化財の概要 

名称 市指定有形文化財（天然記念物） 当信神社社叢 

所在地 長野市信州新町信級 当信神社境内 

指定年月日 平成 22 年１月１日 

 

（２） 事業概要及び実施理由 

 指定木である３号モミの幹内の腐食による倒木と、25 号スギの根による玉垣

の崩壊を防ぐために、指定木２本とその伐採の支障となる１本（24号スギ）の

伐採を行った。令和７年６月２日着手。６月４日完了。 

 

（３）事業費 

収入 

項目 金額（円） 備考 

市補助 533,000 総事業費の 50％以内の補助 

自己負担 500,000  

合計 1,033,000  

支出 

項目 金額（円） 備考 

工事委託料 1,033,000 樹木の伐採 

合計 1,033,000  

 

（４）写真 

 

 

 



 

重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業（戸隠地区） 

○ 事 業 概 要：長野市戸隠伝統的建造物群保存地区において、所有者等が保存計画に基づき建造物・

環境要素の修理(復旧)または修景を行う場合、その経費の一部を助成する。 

        また、令和３年度に策定した防災計画に基づき、防災対策事業を実施する。 

○ 事 業 期 間：平成29年度～ 

○ 補 助 率 等：【長野市伝統的建造物群保存地区保存事業補助金交付要綱】 

○ 伝統的建造物及び環境物件（特定物件）の件数  令和７年１月１日現在 

 

 

 

○ 事業の状況 

年 度 令和３(2021) 令和４（2022） 令和５（2023） 令和６（2024） 令和７（2025） 

補助事業数 修理：１件 
修理：２件 
復旧：１件 
修景：３件 

修理：２件 修理：４件 
修理：２件 
修景：１件 

市 予 算 額 40,424千円 54,380千円 71,250千円 86,000千円 65,168千円 

防災対策等 防災計画策定 
防災設備実施設計 

防災マニュアル作成 

小口径ﾎｰｽ格納箱設置 

建物管理の手引き作成 

軽可搬ポンプ配備 

耐震改修の手引き作成 

防災ワークショップ実施 

外部通報システム検討 

 

＜令和６・７年度補助事業の対象物件＞ 

 

事業区分 対象物件 補助率 限度額 

修理（茅葺） 建築物（茅葺） 90％以内 なし 

修理 建築物、工作物 80％以内 なし 

修景 建築物、工作物、環境要素 60％以内 建築物500万円、工作物100万円、環境要素50万円 

復旧 環境物件 80％以内 なし 

① 主屋 ［保存計画番号 1-1-25］ 

地区：中社地区    事業区分：修理 事業期間：令和４～６年度 

事業内容：(R4)増築部除却、基礎工事、外構工事、防蟻処理、構造補強 

(R5)屋根葺替、外壁復原、耐震補強 (R6)外壁復原、建具工事 

  

 建 築 物： 95件（主屋46、土蔵29、離れ２、物見１、納屋２、門５、社殿８、社務所１、手水舎１） 

 工 作 物：110件（石垣82、石燈籠８、石橋２、門柱４、石碑８、石塔２、道標２、丁石２） 

 環境物件： 68件（庭園５、樹木８、生垣48、水路３、鳥居４）     

【竣工】 

資料 １５ 

【着手前】 



 

 

 

② 主屋 ［保存計画番号 1-3-1］ 

地区：中社地区    事業区分：修理、修理（茅葺） 事業期間：令和５～８年度（予定） 

事業内容：(R5)増築部解体撤去、主屋全解体、木材加工 (R6)建方、茅葺屋根葺替、構造補強 

(R7)外壁復原、茅葺屋根葺替仕上、建具工事 (R8)外部漆喰塗、雨落溝・犬走り整地 

  

 ③ 石垣 ［保存計画番号 2-75］ 

地区：宝光社地区    事業区分：修理 事業期間：令和６年度 

事業内容：石垣の積み直し 

 

 

④ 主屋（旧本殿） ［保存計画番号 1-1-9］   

地区：中社地区    事業区分：修理（茅葺） 事業期間：令和６年度 

事業内容：主屋（旧本殿）屋根東面の差し茅 

  

⑤ 土蔵 ［保存計画番号 1-1-45］   

地区：宝光社地区    事業区分：修理 事業期間：令和７年度 

事業内容：屋根葺替、外壁塗り直し、下見板の部分的な修理、石垣積み直し 

  

【R7 着手後】 【着手前】 

【着手前】 【竣工】 

【着手前】 【竣工】 

【着手前】 【着手後】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥倉庫 

地区：宝光社地区    事業区分：修景 事業期間：令和７年度 

事業内容：屋根改修、外壁改修、建具改修 

  

【着手後】 【着手前】 



№ 遺跡名 場　所 起因事業 主な時代

第180集 市内遺跡 市内各所 小規模調査・試掘・工事立会い
第181集 松代城下町跡 松代町松代 松代中町交差点改良事業 近世〜近代
第182集 善光寺⾨前町跡 ⻑野新町 善光寺新町歩道整備事業 中世〜近代
第183集 吉⽥古屋敷遺跡 吉⽥三丁⽬ 中電跡地宅地造成工事 弥⽣〜中世
第184集 宮崎遺跡 松代町豊栄 倉庫建設工事 弥⽣〜古代
第185集 清水原古墳群 若穂綿内 綿内東町農地基盤整備事業 古墳

整理 東町遺跡 ⻑野東町 県庁⼤⾨町線道路改良事業 弥⽣〜近世

保護協議 法93条届出 法94条通知 発掘調査 試掘調査 工事立会

令和５年度 1016件 387件 91件 11件 28件 224件
令和６年度 841件 530件 67件 7件 38件 331件
令和７年度 171件 183件 24件 4件 16件 127件

前年比 △ 15 △ 22 △ 1 △ 0 △ 4 △ 36
※ 本年度分は令和７年７月末日現在の件数であり、前年比は同時期での比較

遺跡名 場　所 期　間 面 積

松代東条宅地造成工事 屋地遺跡 松代町東条 4月18日〜7月11日 235 ㎡
店舗新築工事 吉⽥町東遺跡 吉⽥三丁⽬ 4月22日〜6月20日 447 ㎡
宅地造成工事 九反遺跡 中御所四丁⽬ 8月下旬〜約2か月 250 ㎡
マンション建設工事 御所遺跡 中御所⼆丁⽬ 8月下旬〜約2か月 273 ㎡
⻑野豊野線徳間道路改良事業 徳間本堂原遺跡 徳間 9月1日〜3か月 825 ㎡
松代東条宅地造成工事 屋地遺跡 松代町東条 未定 600 ㎡？
柳原⾬水調整池整備事業 水内坐⼀元神社遺跡 柳原 4月21日〜11月頃 1,923 ㎡
川中島幹線道路整備事業 篠ノ井佃遺跡 篠ノ井布施⾼⽥ 7月7日〜9月上旬 550 ㎡
【⽀援】南⻑野運動公園再整備 南宮遺跡 篠ノ井東福寺 R6.9月〜R7.12月
【県埋⽂】若穂スマートIC整備 川⽥条⾥遺跡 若穂川⽥ R7.5月〜R9.3月

5,103 ㎡

市

施

行

受

託

起因事業

長野市埋蔵文化財センター 令和７年度事業の概要 
 

令和７年９月１日現在 
 
１ 埋蔵文化財センターの概要 

埋蔵⽂化財の保存と活⽤について広く市⺠の理解と⽀援を得て、遺跡等の的確な把握、開
発事業等との調整、適切な保存措置と発掘調査の実施、調査成果の活⽤と公開等に応えるこ
とを⽬的とし、昭和 62 年 4 月 1 日に⻑野市⽴博物館内に設置された。 

本市は、⽂化財保護法の規定（第 93・94 条）に基づく届出・指示等に関する権限を、平成
25 年度に⻑野県から権限移譲されており、当センターにて対応している。 

 
２ 令和７年度事業の概要 

（1）保護調整事業 
 
 
 
 
 
（2）調査研究事業 

① 発掘調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 整理調査 
 
 
 
 
 
 
 
（3）普及公開事業 

① ⻑野市デジタルミュージアム『ながの好奇⼼の森』（R6〜）の公開、更新 
② 速報展・出張展示・現地説明会等の開催 
③ 他機関との連携や講師派遣 
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